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アプリ開発

審査員からの質疑応答 開発アプリ見学

プレゼンテーション

　今後マイナンバーカードとスマホアプリを柱にしな
がらＤＸを進めていくためには、アプリの魅力を向上
させ、利用する人がどんどん増えるような素晴らしい
アイデアを幅広く求めることが必要です。その一つ
の手法として「ハッカソン」という取り組みを実施して
います。
　「ハッカソン」とは、高い技術力を駆使してシステム
を開発する「ハック」という言葉と、「マラソン」を組み
合わせた言葉です。特定のテーマに対して、ソフトウェ
ア開発の関係者がチームを組み、一定期間、集中的
にアプリの開発などを行って、その成果を競うイベン
トです。

　３月２日から４日にかけて、「みやぎハッカソン
2023」を初めて開催しました。
　エンジニアリング能力を試したい全国の大学生な
ど71チーム322人から応募があり、選考された10
チーム50人が2泊3日の合宿形式でアプリ開発に挑
戦しました。
　最終日には、著名な技術者や経営者を審査員とし
てお招きし、その方々の前でプレゼンテーションをす
るコンテストも実施しました。
　この「ハッカソン」では、「ICTで暮らしを便利に
する『DXみやぎ』の推進」をテーマに、スマホ一つで
いろいろなサービスが受けられる仕組みづくりやマ

イナンバーカードとの連携などを、熱意あふれる学
生チームに形にしていただきました。
　この取り組みが、県民サービスを向上させる魅
力的なアプリ開発と起業家の育成につながること
を期待しています。

チーム名　青翠のまじんこ
　　　  （せいすい）

マイナンバーカード賞

「SPOT本人確認」
マイナンバーカードとQRコードを活用して、民泊や
物品レンタルなどで、顧客の本人確認を手軽に行
えるサービス。

チーム名　笹かまぼこ

最優秀賞

「babyC」
育児の不安をAIが解消する日記型の母子手帳サー
ビス。AIが日記を分析し、適切な情報、アドバイ
スを提供する。

「みやぎハッカソン2023」コンテスト結果

優秀賞
チーム名　conflict
　　　　（コンフリクト）

「MITELOG」
ボランティアの参加証明書やTOEICの資格などを
一元管理するサービス。就活などにおける受入先
との円滑なマッチングが期待できる。

みやぎハッカソン

詳細は県のホームページでもご覧
いただけます。興味·関心をお持ち
の方は、ぜひ「みやぎハッカソン」で
検索してみてください。

みやぎハッカソン2023
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特 集 2

「
Ｄ
Ｘ
」と
は
？

　
Ｄ
Ｘ
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

Ｄ
Ｘ
と
は
、「
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
」の
略
称
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
、生
活
を
よ
り
良
い
も
の
へ
と
大
き
く

「
変
革
」す
る
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

で
は
、
デ
ー
タ
が
十
分
に
活
用
で
き
な
い
こ

と
や
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
操
作
に
不
慣
れ
な
こ

と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
に
速
や
か

に
対
処
し
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
デ
ジ
タ
ル
化

の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
単
な

る
業
務
改
善
や
効
率
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
既

存
の
制
度
や
組
織
の
在
り
方
な
ど
を
見
直

し
、
変
革
し
て
い
く
Ｄ
Ｘ
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

情
報
化
政
策
の
基
本
方
針

　
県
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
県
の
政
策

を
力
強
く
推
進
し
て
い
く
決
意
表
明
と
し

て
、
令
和
２
年
９
月
に「
み
や
ぎ
デ
ジ
タ
ル

フ
ァ
ー
ス
ト
宣
言
」を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
令
和
３
年
４
月
、
こ
の
宣
言
に
基

づ
い
て
、
県
の
情
報
化
政
策
の
基
本
方
針
で
あ

る「
み
や
ぎ
情
報
化
推
進
ポ
リ
シ
ー（
２
０
２
１

～
２
０
２
４
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
基
本
方
針
で
は
、「
最
適
化
に
よ
る

県
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」「
地
域
の
課
題
解

決
と
活
力
の
創
出
」「
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

働
き
方
改
革
の
推
進
」の
三
つ
の
重
点
目
標

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
い
、
み
や
ぎ
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
に
よ
る「
変
革
み
や
ぎ
」の

実
現
に
向
け
て

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
取
り
組
み
と

し
て
、
県
は
、
こ
れ
ま
で
、
ス
マ
ホ
決
済
を

利
用
し
た
県
税
の
納
付
や
、
Ａ
Ｉ
マ
ッ
チ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
婚
活
支
援
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
、県
民
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド（
情
報
格

差
）対
策
や
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
利
活
用
な

ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
活
用

　
昨
年
１０
月
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
記

録
さ
れ
て
い
る「
氏
名
」や「
住
所
」な
ど
の
情

報
を
基
に
、
避
難
支
援
ア
プ
リ
を
使
っ
た
原

子
力
防
災
の
住
民
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
避
難
支
援
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

紙
で
記
入
す
る
従
来
の
方
式
か
ら
、
避
難
所

の
受
付
時
間
を
大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
県
民
の
皆
さ
ん

に
便
利
だ
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
Ｄ
Ｘ
を
推
進

し
て
い
く
上
で
基
盤
と
な
り
ま
す
。
今
後
、

利
用
場
面
が
増
え
て
い
き
ま
す
の
で
、
ま
だ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
で「
み
や
ぎ
」が
変
わ
る
！

避難支援アプリを使った原子力防災住民避難訓練の様子

デジタルファースト宣言を具体化した重点目標「三つのD」

●デジタルファーストによる県民サービスの向上
●デジタルファーストによる県内産業の活性化
●デジタルファーストによる働き方改革の推進

具体化

最適化による
県民サービスの向上

デジタル化による
働き方改革の推進

for「Citizen」

Prefectural Citizen’s
 Service

Local Community
& Industry

Business Process
Re-engineering

for「Local」 for「Business」

地域の課題解決と
活力の創出
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みやぎデジタルファースト宣言
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